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科研費課題

１．資源動員プロセスにおける管理会計の役割に関する研究（代表者）

２．会計研究と組織理論の接合を通じた計算実践の解明（分担者）

３．マテリアルフローコスト会計の普及施策に関する研究（代表者）

４．持続可能な社会を目指したイノベーション、戦略、MCSの統合的研究（分担者）

５．今日的課題に対応する原価企画のあり方に関する研究（分担者）

６．SDGｓに関する価値創造を支援するMCSの研究（代表者）

７．エフェクチュエーションによる価値創造プロセスに関する総合的研究（分担者）
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コンテンツ

• 中小企業が創造する企業価値

• スコープ３開示義務化の影響

• CFP算定の準備
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企業価値

• 価値

＝「物事の持っている、何らかの目的実現に役立つ性質や程度」

• 企業価値

＝「企業の持っている、何らかの目的実現に役立つ性質や程度」

4

価値の本質
―主観的なもの
―各企業の価値観によって決められるべき

何らかの目的実現
―経済？
―環境や社会も含む？

• 企業は、自社が重視する企業価値をマネジメントする必要がある！



複数価値の創造

• 企業の目的：パーパス、理念、ビジョン

＝複数価値の創造

複数価値

―経済価値：物事の持っている、経済に関する目的実現に役立つ性質や程度

―環境価値：物事の持っている、環境に関する目的実現に役立つ性質や程度

―社会価値：物事の持っている、社会に関する目的実現に役立つ性質や程度

• 企業は、自身の目的に応じて、複数価値の創造を目指す主体

―目指される複数価値のバランスは、企業ごとに異なる。決めるのは各企業。
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中小企業が創造する企業価値

• 価値の本質は主観的＝各企業の価値観が重要

―経営資源が限られている中で出来ることは限られている。

例）社員の雇用を守ることで手一杯。

例）自社はローカル企業であるから、グローバルな問題よりもローカルで起こって
いる問題を解決することが重要。

• 中小企業を取り巻く経営環境からの影響は大きい。

例）スコープ３の開示の義務化

―時価総額3兆円以上の約80社は、2027年3月期から

―ポイントは、GHG排出量の可視化

例）人材確保の困難化

―サステナビリティへの配慮を通じた人材獲得の可能性
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スコープ１，スコープ２，スコープ３
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GHGプロトコル Scope ３基準（日本語）p. 3

Scope3排出量とは | グリーン・バリューチェーンプラットフォーム | 環境省 (env.go.jp)

←GHGガス（温室効果ガス）

算定の基本

活動量×排出係数

排出係数の例：t-CO2/kg

https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/estimate_03.html
https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/estimate_03.html
https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/estimate_03.html
https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/estimate_03.html
https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/estimate_03.html
https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/estimate_03.html
https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/estimate_03.html


GHG排出量の割合（環境省、2024、p. 9）
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スコープ３とCFPデータの提供
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環境省、2024、p. 2



バリューチェーン全体の脱炭素化に向けたエンゲージメント実践ガイド
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p. 23



中小企業における企業価値のマネジメント

• 中小企業は、経営資源が限られている中で、自身の価値観をもとに企業価値を
追求すべきであるが、経済価値だけでなく、環境価値（特に気候変動の問題に
関する環境価値）の追求にも対応する必要性が高まっている。

• データの提供能力、低GHG排出量の製品・サービスの提供能力が企業価値に
与える影響は、今後大きくなると思われる。

―CFP（Carbon Footprint of a Product）算定の準備の必要性

「製品やサービスの原材料調達から廃棄、リサイクルに至るまでのライフサイクル
全体を通して排出されるGHGの排出量をCO2排出量に換算し、製品に表示された
数値もしくはそれを表示する仕組み。」（経済産業省・環境省、2023a、p. 4）
―ISO14067、経済産業省・環境省の「カーボンフットプリント ガイドライン」

※「CFP実践ガイド」も作成されている。
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CFP算定の中核

対象製品のライフサイクルの把握

対象製品のライフサイクルフロー図の作成
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CFPで把握するライフサイクルフロー図のイメージ
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（経済産業省・環境省、2023b、p. 45）



CFP算定のハードルと効果

• 令和5年度～7年度の岡山大学経済学部での取り組み

―中小企業によるデータ収集、学生によるCFP算定

―令和5年度：株式会社ホリグチ

―令和6年度：岡山技研工業株式会社

―令和7年度：シバムラグループ

• 共同研究の事例

―株式会社廣榮堂（MS&ADインターリスク総研株式会社との共同研究）

―サンラヴィアン株式会社
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岡山大学経済学部によるCFPチャレンジ（令和５年度）

令和５年度に岡山大学経済学部の学生が県内企業の主要製品についてのCFP算定に初挑戦！
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岡山大学経済学部によるCFPチャレンジ（令和６年度）

鍛造製品のCFPにチャレンジ！
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【8号自動索環（パラシュート部品）】
完成品重量：0.25 kg
年間生産量：400 個/年



岡山大学経済学部によるCFPチャレンジ（令和７年度）
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ブルーベリージュース・ポンポン菓子のCFPにチャレンジ！



CFP表示実証（きびだんごプロジェクト）

廣榮堂（岡山市）のきびだんご２種類を対象にCFPを実施
（岡山大学×MS＆ADインターリスク総研との共同研究の一環として実施）
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消費者対象のアンケート例
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従業員対象のアンケート例
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共同研究事例（サンラヴィアンさま）
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本共同研究の目的は、CFP が企業ブランドの価値向上にど
のような役割を果たすのかを明らかにする ことです。岡山大
学の学術研究院 社会文化科学学域 准教授 天王寺谷達将氏
、研究・イノベーション共創管理統括部 産学連携課 主査 船倉
隆央氏の指導のもと、研究題目「CFPを通じた企業ブランドの
価値 向上の研究」として、
• 当社ブランドで製造・販売する約 100 製品の CFP 算定
• 低 CFP 製品へのラベル表示の検討
• 消費者・関係者へのインタビューを通じたブランド価値への
影響の考察
を行います。
あわせて、社内で CFP 算定ができる知識・ノウハウを蓄積し
、人材育成と組織能力の向上を図ることで、 環境意識が企業
文化として根づくことを目指します。

http://www.sunlavieen.co.jp/news149.html



中小企業が脱炭素経営に取り組むメリット
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p. 3



脱炭素経営に向けた3つのステップ
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p. 4

②→①
測ることを通じた学習

②→③ 数値の影響力

まずは、測定してみることが重要！
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